様式１
実践報告資料
研究テーマ
『すべての児童が心豊かに成長できる学校をめざして～地域とともに絆を育てる仲間づくり～』

　研究内容【 (1)、②、(3)、④ 】
学校名（丹波市立神楽小学校）
	ア　人権教育としてのねらい

　　　平成25年４月に開設した児童養護施設「睦の家」から通学する児童の多くが、自尊感情や人間関係の築き方に課題を有し、支援・指導に困難を伴うとともに、周囲の児童とのトラブルも頻繁に発生している。そこで、保護者や地域、児童養護施設「睦の家」指導員、各関係機関とも連携していくことで、児童自身の人権意識を高め、自分も友だちも大切にしようとする態度を育て、児童の仲間づくり・居場所づくり・絆づくりを意識した取組を実施していく。

	イ　研究の概要

　　　すべての児童の人権感覚と問題解決能力を育むために人権教育資料を活用し、お互いを大切にしようとする態度を育てる授業づくり、規範意識と人権感覚を育み、さらに高めることができる授業づくり、その授業後の効果的な事後指導のあり方に取り組んでいく。また、関係機関、児童養護施設、地域、家庭及びSSW・SC等とのより効果的な連携のあり方や青垣地域小中一貫教育研究を通して、保護者や地域、教職員への啓発活動のあり方についての取組を実施した。
領域

教　科

道　徳

特別活動

総合的な学習の時間
指導者

１年担任
推進教員
５年担任
全教職員
NPO法人ゲートキーパー支援センター
５年生担任６年生担任
実施日

６月23日
10月　19日（５校時）　
26日（５校時）
11月　４日（５校時）
９月２日～18日
10月27日
取組名

ミニトマトを育てよう
人権参観日
友だちを応援しよう
悩みの聴き方レッスン
目　標

収穫の約束やきまりをみんなで考えることで、互いが気持ちよく過ごす態度を育てる。
身近にある不合理な習慣に気づき、それを改めようとする意欲を育てる。
友だちのよい所を伝え合うことが、自他を大切にできることにつながることを知る。
友だちのサインに気づき、声をかけ、ゆっくりと話を聴く方法を学び、気持ちに寄り添う大切さを知る。
資料名
「みんなの秋祭り」
（友だち）
「りんごがたべたい
ねずみくん」
（ポプラ社）
「悩みの聴き方レッスン」
（NPO法人ゲートキーパー支援センター）
指導内容や指導方法の工夫等

収穫するときのルールにいて考える。自分の思いを素直に出し合わせ、価値観に違いがあることに気付かせる。
「きまりがあるから守る」という考え方から、「互いが気持ちよく過ごすために自覚して約束やきまりを守る」とういう態度を育てていく。
おかしいことに気づき、友だち同士でそれを変えることができる「仲間づくり」に取り組む。　　　
小学校統合や中学校でのつながりも見据え、青垣地域小学校５年生が同じ内容に取り組む。
自分や友だちのよいところを伝え合うことで、互いに励ましながら、頑張る雰囲気を学校全体で作っていく。
導入で、絵本を使い「得意なこと、苦手なことには個人差があること」を伝え、違いを認めることを大切に指導していく。
ワークショップで声のかけ方を練習したりどんな言葉かけをしたらよいのか考えたりすることで、自他を大切にする態度を育てる。
保護者にも参加してもらい、おとなと子どもが一緒に学べる機会にする。



